
平
家
物
語

作
者

　「
平
家
物
語
」
は
、
そ
の
成
立
の
事
情
か
ら
し
て
特
定
の
作
者
の
作
品
と

は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
一
ま
と
ま
り
の
物
語
、
い
わ
ゆ
る

「
原
平
家
」
の
作
者
は
誰
か
と
い
う
点
で
最
も
注
目
さ
れ
る
伝
承
は
「
徒
然

草
」
第
二
百
二
十
六
段
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
後
鳥
羽
院
の
御
時
」、

「
信
濃
前
司
行
長
」
が
入
道
し
、
天
台
座
主
慈じ

円え
ん

の
庇
護
の
も
と
に
、「
平
家

物
語
を
作
り
て
、
生し
や
う仏ぶ
つと
言
ひ
け
る
盲
目
に
教
へ
て
語
ら
せ
」
た
と
い
う
。

そ
し
て
、「
生
仏
」
は
「
東
国
の
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
、「
武
士
の
こ
と
、
弓

馬
の
わ
ざ
」
を
東
国
武
士
た
ち
に
聞
い
て
、
行
長
に
書
か
せ
た
と
あ
る
。

　
こ
の
伝
承
を
直
接
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
が
、「
平
家
物
語
」
を
作
り
語

っ
た
人
、
あ
る
い
は
人
々
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
具
体
性
の
あ
る
記
述
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
行
長
入
道
」
に
つ
い
て
は
、
慈
円
の
兄
、
九く

条
じ
ょ
う

兼か
ね

実ざ
ね

の
日
記
「
玉ぎ
ょ
く葉よ
う」
に
見
え
る
、
下
野
守
藤
原
行
長
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
あ

る
。
そ
の
人
で
あ
れ
ば
、
中
山
家
の
人
で
、
九
条
家
の
家
司
を
務
め
た
縁
で
、

慈
円
と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、
こ
の
行
長
の
従
弟
の
藤
ふ
じ

原
わ
ら
の

時と
き

長な
が

は
、「
尊
卑
分
脈
」
に
、「
平
家
物
語
作
者
の
随
一
」
と
あ
る
な
ど
、
中
山
家

の
人
々
が
「
平
家
物
語
」
の
成
立
に
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
る
人
は
多

い
。

　
作
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
、
吉よ
し

田だ

資す
け

経つ
ね

・
源
み
な
も
と
の光み
つ行ゆ
き・
菅す
が

原わ
ら
の為た
め長な
がら
、

中
世
以
降
の
資
料
に
名
の
出
て
く
る
人
物
は
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
定

で
き
る
も
の
は
な
い
。「
原
平
家
」
の
成
立
、
資
料
や
話
題
の
提
供
協
力
、

増
補
加
筆
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
の
段
階
で
、
多
く
の
人
々
が
か
か
わ
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
資
料
に
名
の
出
て
く
る
人
物
が
、
そ
の
何
か
に
携
わ
っ
て
い
る
可
能

性
は
あ
る
。

出
典

▼
底
本

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
」（
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
、

平
成
三
〔
一九九一〕、
五
〔
一九九三〕
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
っ
た
。
同
書
は

東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
旧
高
野
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
語

り
物
系
の
一い
ち

方か
た

流
の
諸
本
の
中
で
覚
一
別
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
他
に
岩

波
文
庫
本
、
日
本
古
典
文
学
全
集
の
底
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
日
よ
く

読
ま
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
と
同
系
の
一
方
流
の
テ
キ
ス
ト
で
、
覚
一
本
（
日

本
古
典
文
学
大
系
）、
葉
子
十
行
本
（
日
本
古
典
全
書
、
角
川
版
全
注
釈
）

な
ど
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
十
二
巻
に
建け

ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

の
そ
の
後
を

語
る
灌
か
ん

頂
じ
ょ
う

巻
が
加
わ
る
体
裁
を
持
つ
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
な
お
、
参

考
「
祇
園
精
舎
」
の
「
朱

」（
九
四
・
５
）
は
原
文
に
「
周
伊
」
と
あ
る

の
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

▼
書
名

　
藤
原
定
家
が
書
写
し
た
「
兵ひ
ょ
う範は
ん記き

」（
平
た
い
ら
の信の
ぶ範の
りの
日
記
）
の
紙
背
文
書
に
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仁に
ん

治じ

元
（
一二四〇）
年
の
書
状
が
あ
っ
て
、「
治じ

承
し
よ
う

物
語
六
巻
、
此
間
書
写
候
」

と
あ
り
、「
六
巻
」
の
下
に
「
号
平
家
」
と
注
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
治

承
物
語
」
と
い
う
呼
称
が
あ
っ
た
、
ま
た
は
治
承
の
こ
と
を
記
し
た
物
語
が

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
号
平
家
」
の
注
記
は
早
く
か
ら

「
平
家
物
語
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
一二四〇、五〇年
代
以
降
、

「
平
家
物
語
」
の
名
が
一
般
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
読
み
物
と

し
て
展
開
し
た
系
統
の
増
補
系
に
は
、「
源げ
ん

平ぺ
い

闘と
う

諍じ
ょ
う録ろ
く」「
源げ
ん

平ぺ
い

盛じ
ょ
う

衰す
い

記き

」

な
ど
の
本
が
あ
る
。

▼
成
立

　
特
定
し
に
く
い
。「
徒
然
草
」
第
二
百
二
十
六
段
の
「
後
鳥
羽
院
の
御
時
」

に
従
え
ば
、
承
じ
ょ
う

久き
ゅ
う

三
（
一二二一）
年
ま
で
に
、
何
ら
か
の
形
で
「
平
家
物
語
」

と
言
え
る
作
品
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
作
品
の
内
部
徴
証
か
ら
鎌
倉

幕
府
に
藤
原
将
軍
が
登
場
す
る
承
久
元
（
一二一九）
年
以
前
と
す
る
説
も
あ
り
、

こ
の
頃
に
い
わ
ゆ
る
「
原
平
家
」
の
成
立
を
想
定
す
る
説
が
多
い
。
そ
の
成

立
当
初
の
形
態
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
氏
は
、
多
様
な
諸
本
の
全
て
が
巻
一
・

六
・
九
の
三
巻
の
書
き
出
し
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
三
巻
本
で

あ
っ
た
か
と
の
仮
説
を
立
て
て
い
る
。

　
こ
の
「
原
平
家
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
九く

条
じ
ょ
う

道み
ち

家い
え

の
日
記
「
玉ぎ
ょ
く蘂ず
い」
の
承

久
二
年
の
記
事
に
、
平
た
い
ら
の頼よ
り盛も
りの
子
、
光み
つ

盛も
り

が
「
平
家
記
」「
平
家
」
を
多
く

所
持
し
た
と
あ
る
の
は
、
平
家
一
門
の
記
録
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
三
巻
の

「
平
家
物
語
」
が
承
久
初
年
頃
に
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

資
料
的
な
記
録
を
ま
と
め
た
、
素
朴
な
物
語
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
前
記
「
兵
範
記
」
紙
背
文
書
の
「
治
承
物
語
六
巻
」
の
段

階
が
一二四〇年
頃
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
語
り
物
系
の
完
成
態
で
あ
る
十
二
巻

本
に
至
る
発
展
段
階
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
他
に
、
読
み
本
と
し
て
多

く
の
題
材
を
吸
収
し
て
大
部
の
物
語
に
成
長
し
て
い
っ
た
流
れ
も
あ
り
、
諸

系
統
の
展
開
と
相
互
関
係
と
は
単
純
で
な
い
。
語
り
本
の
系
統
に
つ
い
て
だ

け
記
し
て
お
く
と
、
鎌
倉
中
期
頃
に
は
琵
琶
法
師
の
当と
う

道ど
う

座ざ

が
確
立
し
、
一

方
流
と
八や

坂さ
か

流
と
に
分
か
れ
、
十
三
世
紀
の
末
頃
に
は
完
結
し
た
「
平
家
物

語
」
を
語
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
南
北
朝
時
代
に
一
方

流
に
覚か
く

一い
ち

が
出
て
、「
平
家
物
語
」
の
語
り
を
大
成
し
、
応お

う

安あ
ん

四

建け
ん

徳と
く

二
（
一三七一）
年

に
は
、
そ
の
定
本
と
言
う
べ
き
覚
一
本
を
完
成
し
た
。

▼
内
容

　
語
り
本
系
の
諸
本
は
十
二
巻
か
ら
成
る
が
、
一
方
流
で
は
、
建
礼
門
院
の

後
日
を
物
語
る
話
を
独
立
さ
せ
て
、
灌
頂
巻
と
し
て
付
加
す
る
形
態
を
作
り

上
げ
た
。
十
二
巻
の
構
成
に
つ
い
て
、
平
家
の
興
隆
か
ら
清
盛
の
死
を
物
語

る
巻
六
ま
で
を
前
半
、
源
平
の
抗
争
と
平
家
の
衰
亡
を
物
語
る
巻
七
以
下
を

後
半
と
す
る
二
部
説
、
清
盛
（
巻
一
〜
五
）、
源
義
仲
（
巻
六
〜
八
）、
源
義

経
（
巻
九
以
下
）
を
中
心
人
物
と
見
て
、
主
役
の
交
替
を
も
っ
て
全
体
を
三

部
に
分
け
る
説
な
ど
が
行
わ
れ
る
が
、
源
平
の
対
立
抗
争
に
よ
っ
て
展
開
し

た
変
動
期
の
歴
史
を
、
平
家
の
側
に
立
っ
て
、
そ
の
興
隆
と
衰
滅
と
い
う
下

降
の
姿
と
し
て
捉
え
る
史
観
が
構
想
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
の
が
、

構
想
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。

　
内
容
と
な
る
歴
史
の
範
囲
は
、
天

て
ん

承
じ
ょ
う

二
（
一一三二）
年
の
平
た
い
ら
の忠た
だ盛も
りの
院
の
昇

殿
か
ら
、
建
け
ん

久
き
ゅ
う

九
（
一一九八）
年
に
、
維こ
れ

盛も
り

の
子
、
六
代
が
処
刑
さ
れ
、
平
家

の
嫡
流
が
絶
え
る
ま
で
、
約
六
十
五
年
に
及
ぶ
が
、
平
家
興
隆
期
に
当
た
る

保
元
・
平
治
の
乱
な
ど
は
略
し
て
、
清
盛
政
権
の
最
盛
期
の
、
太
政
大
臣
に

任
じ
た
仁に
ん

安あ
ん

二
（
一一六七）
年
頃
か
ら
、
反
平
家
の
動
き
が
高
ま
り
源
氏
の
挙

兵
に
至
る
治
承
（
一一七七〜
八一）

・
寿じ
ゅ

永え
い

（
一一八二〜
八四）
の
動
乱
を
経
て
、
壇

の
浦
の
合
戦
〔
元
げ
ん

暦
り
ゃ
く

二
（
一一八五）
年
〕
と
そ
の
戦
後
処
理
ま
で
の
約
二
十
年
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間
の
物
語
が
主
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

▼
語
り
物

　「
平
家
物
語
」
は
軍
記
物
語
中
の
白
眉
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
何
よ
り
も
、
王
朝
貴
族
の
支
配
が
終
わ
っ
て
武
家
政
権
が
誕
生
す
る
と
い

う
大
変
動
が
、
平
家
の
興
隆
と
滅
亡
の
形
で
劇
的
に
展
開
し
た
時
代
を
物
語

る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
語
り
物
と
い
う
手
法
は
、
そ
の
時
代
を
共
有
し
た

人
々
が
直
接
間
接
に
作
品
を
成
長
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、
激
動
の
時

代
を
生
き
、
そ
し
て
死
ん
で
い
っ
た
人
々
へ
の
共
感
が
、
そ
の
激
動
を
形
象

化
し
て
叙
事
詩
の
主
調
音
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
語
り
本
系
の
諸
本
の
流
麗
な
和
漢
混
交
文
の
完
成
に
当
た
っ
て
も
、
語
り

と
享
受
と
が
同
時
に
行
わ
れ
る
場
の
意
義
が
大
き
い
。
一
座
制
は
中
世
の
文

芸
・
芸
能
の
基
盤
で
あ
る
が
、「
平
家
物
語
」
は
源
平
抗
争
の
国
民
的
伝
承

を
共
有
す
る
一
座
と
い
う
恵
ま
れ
た
場
で
語
り
を
洗
練
し
て
い
っ
た
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
平
家
物
語
」
市
古
貞
次
他
　
小
学
館
　
平
六

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
」
梶
原
正
昭
他
　
岩
波
書
店
　
平
三

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
平
家
物
語
」
水
原
一
　

新
潮
社
　
昭
五
十
四
〜
五
十
六

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
」
高
木
市
之
助
他
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
四
・
三
十
五

　「
平
家
物
語
全
注
釈
」
冨
倉
徳
次
郎
　
角
川
書
店
　
昭
四
十
一
〜
四
十
三

　「
平
家
物
語
評
講
」
佐
々
木
八
郎
　

明
治
書
院
　
昭
三
十
八

　
　
Н
ほ
か
に
、
角
川
文
庫
版
（
佐
藤
謙
三
校
注
）、
講
談
社
文
庫
版
（
高

橋
貞
一
校
注
）、
岩
波
文
庫
版
（
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
）、
講

談
社
学
術
文
庫
版
（
杉
本
圭
三
郎
全
訳
注
）
な
ど
が
あ
る
。

▽
主
要
部
訳
注
・
鑑
賞

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
平
家
物
語
」
冨
倉
徳
次
郎
　
角
川
書
店
　
昭
五
十

　
鑑
賞
日
本
の
古
典
「
平
家
物
語
」
梶
原
正
昭
　

尚
学
図
書
　
昭
五
十
七

　「
平
家
物
語
の
鑑
賞
と
批
評
」
長
野
甞
一
　

明
治
書
院
　
昭
五
十

　「
平
家
物
語
の
世
界
」
水
原
一

日
本
放
送
出
版
協
会
　
昭
五
十
一

▽
研
究
・
評
論

　「
平
家
物
語
の
研
究
」
佐
々
木
八
郎
　早

大
出
版
部
　
昭
二
十
三
・
二
十
四

　「
平
家
物
語
」
石
母
田
正
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
二

　「
中
世
文
学
の
成
立
」
永
積
安
明
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
八

　「
平
家
物
語
の
虚
構
と
真
実
」
上
横
手
雅
敬
　

講
談
社
　
昭
四
十
八

塙
新
書
再
刊
　
昭
六
十

　「
平
家
物
語
の
生
成
」
山
下
宏
明
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
九

　「
語
り
物
序
説
㉔
『
平
家
』
語
り
の
発
生
と
表
現
」
兵
藤
裕
己
　

有
精
堂
　
昭
六
十

　「
軍
記
物
語
の
世
界
」
杉
本
圭
三
郎
　

名
著
刊
行
会
　
昭
六
十

▽
図
録
・
紀
行

　
古
典
ア
ル
バ
ム
「
平
家
物
語
」
市
古
貞
次
他
　

明
治
書
院
　
昭
四
十
六

　
写
真
紀
行
「
平
家
絵
巻
」
奈
良
本
辰
也
　

新
人
物
往
来
社
　
昭
四
十
七

　
歴
史
と
文
学
の
旅
「
謡
曲
・
平
家
物
語
紀
行
」
白
洲
正
子
　

平
凡
社
　
昭
四
十
八

　
図
説
日
本
の
古
典
「
平
家
物
語
」
永
積
安
明
他
　

集
英
社
　
昭
五
十
四
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新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
「
平
家
物
語
」
牧
野
和
夫
他
　
新
潮
社
　
平
二

▽
研
究
案
内
・
資
料

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
歴
史
・
軍
記
・
歴
史
物
語
」
大
曾
根
章
介
他

　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

　
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
「
平
家
物
語
」
兵
藤
裕
己
　有

精
堂
　
昭
六
十
二

　「
平
家
物
語
」（
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
）
高
木
市
之
助
他
　

三
省
堂
　
昭
三
十
五

　「
平
家
物
語
必
携
」
市
古
貞
次
　

学
燈
社
　
昭
四
十
二

　「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
・
平
家
物
語
」
山
下
宏
明
　学

生
社
　
昭
五
十
一

　「
平
家
物
語
研
究
事
典
」
市
古
貞
次
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
三

生
徒
用

　「
平
家
物
語
を
読
む
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
永
積
安
明
　

岩
波
書
店
　
昭
五
十
五

　「
絵
巻
平
家
物
語
」
木
下
順
二
文
・
瀬
川
康
男
絵
　ほ

る
ぷ
出
版
　
昭
五
十
九

　「
平
家
物
語
」（
新
明
解
古
典
シ
リ
ー
ズ
）
桑
原
博
史
　

三
省
堂
　
平
二

　「
平
家
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス）

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
平
十
三

　「
文
法
全
解
　
平
家
物
語
」（
古
典
解
釈
シ
リ
ー
ズ
）
杉
田
黎
明
　

旺
文
社
　
平
十
七

　「
１
日
で
読
め
る
平
家
物
語
」
吉
野
敬
介
　

東
京
書
籍
　
平
二
十
三

図
版
解
説

〈

絵
本
『
平
家
物
語
』〉

明
星
大
学
図
書
館
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
。
奈
良
絵
本
。
十
一
帖
（
全

十
二
帖
の
う
ち
巻
十
二
の
一
帖
を
欠
く
）。
絵
本
着
色
。
他
に
伝
わ
る

『
平
家
物
語
』
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、
い
ず
れ
も
十
二
巻
の
本
文
を

元
に
、
三
十
六
軸
や
三
十
帖
な
ど
に
巻
を
分
割
し
て
い
る
が
、
明
星
大

学
本
は
一
巻
を
一
帖
で
絵
本
と
し
て
い
る
。

⇩
Ｐ
88

〈

平
家
物
語
絵
巻
〉

林
原
美
術
館
蔵
。
江
戸
時
代
。
絵
巻
。
三
六
巻
。
紙
本
著
色
。
土
佐

左
助
筆
。
平
家
一
門
の
栄
枯
盛
衰
を
題
材
と
し
た
平
家
物
語
を
絵
画
化

し
た
絵
巻
。
絵
の
場
面
数
は
七
〇
五
、
全
巻
広
げ
る
と
本
紙
だ
け
で
約

九
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。
筆
者
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
。

⇩
Ｐ
91
・
92

〈

太
平
記
絵
巻
〉

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
。
江
戸
時
代
。
絵
巻
。
一
二
巻
。

紙
本
着
色
・
巻
子
装
。
推
定
海
北
友
雪
筆
。
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北

朝
の
動
乱
の
様
子
を
記
し
た
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
を
絵
画
化
し
た
合

戦
絵
巻
。

⇩
Ｐ
94
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源
平
の
合
戦

『
平
家
物
語
』
関
係
地
図
　
主
な
武
将
の
進
路
を
あ
げ
た
。

①
源
頼
政
の
挙
兵

治
承
四
（
一一八〇）
年
五
月

以も
ち

仁ひ
と

王
（
後
白
河
法
皇
の
皇
子
）
に
よ
る
平
家

追
討
の
令
旨
が
下
り
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
源

頼
政
ら
が
挙
兵
。
平
知
盛
・
維
盛
軍
に
敗
れ
、

逃
げ
る
途
中
で
、
頼
政
は
敗
死
。

②
石
橋
山
の
戦
い

治
承
四
（
一一八〇）
年
八
月

遅
れ
て
以
仁
王
の
令
旨
に
よ
り
挙
兵
し
た
源
頼

朝
の
平
家
と
の
初
め
て
の
戦
い
。
頼
朝
軍
は
平

家
方
の
大お
お

庭ば

景か
げ

親ち
か

ら
に
敗
れ
、
海
路
安あ

房わ

（
現

在
の
千
葉
県
南
部
）
に
逃
れ
、
態
勢
の
立
て
直

し
を
図
り
、
鎌
倉
に
拠
点
を
構
え
る
。

③
富
士
川
の
戦
い

治
承
四
（
一一八〇）
十
月

富
士
川
を
は
さ
ん
で
、
維
盛
軍
と
頼
朝
軍
が
対

峙
す
る
。
戦
い
の
前
か
ら
源
氏
強
し
の
塗
を
聞

き
、
怖
気
づ
い
て
い
た
平
家
軍
は
水
鳥
の
羽
音

を
源
氏
の
来
襲
と
勘
違
い
し
て
逃
げ
出
す
。

④
俱
利
伽
羅
峠
の
戦
い

寿
永
二
（
一一八三）
年
五
月

以
仁
王
に
呼
応
し
、
木
曽
で
挙
兵
し
た
木
曽
義

仲
は
地
の
利
を
生
か
し
、
頼
朝
に
先
ん
じ
て
京

都
に
上
ろ
う
と
し
た
。
途
中
、
俱
利
伽
羅
峠
で

維
盛
軍
と
戦
い
、
知
略
を
生
か
し
、
圧
勝
。

⑤
宇
治
川
の
戦
い
「
木
曽
の
最
期
」

元
暦
元
（
一一八四）
年
正
月

入
京
し
た
義
仲
の
評
判
は
悪
く
、
頼
朝
は
義
仲

追
討
の
た
め
、
源
範の
り

頼よ
り

・
義
経
軍
を
派
遣
。
宇

治
川
で
義
経
軍
と
義
仲
軍
が
対
決
し
、
敗
れ
た

義
仲
は
乳
母
子
今
井
兼
平
が
戦
う
粟
津
（
現
在

の
滋
賀
県
）
に
逃
れ
、
敗
死
。

⑥
一
の
谷
の
戦
い

元
暦
元
（
一一八四）
年
二
月

西
国
で
態
勢
を
立
て
直
し
、
福
原
ま
で
戻
っ
て

き
た
平
家
軍
を
義
経
軍
が
背
後
か
ら
鵯
ひ
よ
ど
り越ご
えの
坂

落
で
奇
襲
す
る
。
平
家
軍
は
大
混
乱
に
陥
り
、

船
で
四
国
に
敗
走
。

⑦
屋
島
の
戦
い

文
治
元
（
一一八五）
年
二
月

屋
島
に
陣
を
構
え
た
平
家
軍
を
義
経
軍
が
荒
天

を
つ
い
て
阿あ

波わ

（
現
在
の
徳
島
県
）
に
渡
り
、

山
越
え
を
し
て
背
後
よ
り
急
襲
。
慌
て
た
平
家

軍
は
ま
た
も
や
敗
走
。

⑧
壇
の
浦
の
戦
い

文
治
元
（
一一八五）
年
三
月

源
平
最
後
の
戦
い
。
平
家
の
大
船
に
対
し
、
源

氏
は
小
船
で
戦
い
を
挑
む
。
潮
流
の
逆
転
、
水

軍
の
裏
切
り
等
で
平
家
は
敗
れ
、
滅
亡
。
安
徳

天
皇
は
祖
母
の
二
位
殿
に
抱
か
れ
、
入
水
。
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